
 

審議会等の会議結果報告 

 

１．会 議 名 第 39回 松阪市政推進会議 

２．開 催 日 時 
令和 8年 7月 31日（金） 

午後 3時から午後 5時 00分 

３．開 催 場 所 松阪市役所 議会棟 第 3・4委員会室 

４．出席者氏名 

 

出席委員：秋山由美委員、岡山慶子委員、門暉代司委員、 

齋藤都委員、高島信彦委員、平岡直人委員、 

松浦信男委員、村林守委員、米山哲司委員、 

渡邊幸香委員 

 

 

欠席委員：梅村光久委員、小野崎耕平委員、西川明樹委員、 

西村訓弘委員、三井高輝委員、 

 

 

事 務 局：竹上市長、近田副市長、永作副市長、中井企画振興部

長、林経営企画課長、小山経営企画課長補佐、上村企

部経営企画課政策経営係長 

 

 
 

５．公開及び非公開 公開 

６．傍 聴 者 数 1人（内、報道関係 1社） 

７．担 当 

松阪市企画振興部 経営企画課 

TEL 0598－53－4319 

FAX 0598－22－1377 

e-mail kei.div@city.matsusaka.mie.jp  

・議事録は別紙のとおり 
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第 39回市政推進会議 会議録（要旨） 

【開催日】 

 令和８年７月３１日 

 

【配布資料】 

・資料１ 松阪市市民意識調査（抜粋） 

・資料２ 地域ブランド調査 2025個別報告書（松阪市） 

・資料３ 松阪市観光ビジョン（R7～R10年度） 

・資料４ 「松阪市の指定・登録等文化財案内」（書籍） 

 当日追加資料 「令和７年度決算見込み資料」（文化関連・公民館関連） 

 

【議事要旨】 

事項１．市長あいさつ・市政報告 

・本会議が 6期目を迎えたことへの感謝 

・市政等に関する近況を報告 

 

事項２．委嘱状の交付 

 ・竹上市長より委員へ委嘱状(令和 8年 7月 31日〜令和 10年 3月 31日)を交付された。 

 

事項３．会長及び副会長の選出 

・委員の求めにより事務局案提示、会長に村林守氏、副会長に梅村光久氏が選出された。 

 

事項４．協議事項 

１）伝統文化（工芸）・観光の振興について 

⚫ 文化行政の決算見込みと公民館事業の現状報告 

➢ 文化センター費や文化財関連の支出を示し、公民館は 1000超の講座登録・受講者 2万 7

千人と活発である。などと報告された。 

⚫ 市民意識調査・地域ブランド調査の結果説明 

➢ 観光地認識は約 37%、伝統産業支援には約 8 割が肯定的。全国的には松阪牛など食のイ

メージが強い。などと報告された。 

⚫ 観光の定義と食・文化との融合の議論 

➢ 松阪市として観光をどう定義するかが重要との指摘があり、産業と文化の連携可能性を

検討する意見があった。 

⚫ 体験型観光やインバウンド向けツアーの提案 

➢ 松阪牛すき焼き体験など、思い出に残る体験型コンテンツの拡充を求める意見があった。 

⚫ 伝統産業(陶芸・松阪木綿)の後継者不足と支援策 

➢ 陶芸窯の廃業や染め職人の高齢化が課題で、陶芸の村構想など育成拠点の整備などの意

見があった。 

⚫ 子どもが本物の文化に触れる機会の重要性 
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➢ 劇団四季やプロのオーケストラなど、学校教育に本物の芸術体験を取り入れる要望。 

⚫ 焼肉タウン構想と駅西開発への活用案 

➢ 松阪牛をリーズナブルに楽しめる集積地の必要性と、市主導での場所提供の提案。 

⚫ 医療ブランディングと河川整備への要望 

➢ 市民病院の呼吸器科や健診センターの強みを観光・ブランド化する案と、台風対策の河

川整備要望。 

 

事項５．その他 

・事務局より事務連絡 

第４０回の開催日は令和８年１２月１８日(金) 午後 3時より 

第４１回の開催日は令和９年３月２６日(金)  午後 3時より 

 

以上 


